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 ●日本国憲法 
 ●教育基本法 
 ●学習指導要領 
 ●練馬区教育委員会の教育目標、指導 
 の重点 

  教育目標  ●現代社会の要請 
 自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的 
 に対応できる能力の育成 
●生徒の実態 
 基本的な生活習慣を身につける必要 
 があるが、純粋で行事等には一生懸 
 命に取り組む。 
●教職員の願い 
  自己理解を深め、自ら判断し行動で 
 きる人間に育って欲しい。 
●保護者の願い 
 感謝と思いやりの心をもつ人間に育 
 って欲しい。 

 生徒一人一人を深く理解し、豊かな人 
間性と未来に生きる力をもった人間を 
育てるために、次の教育目標を定める。 
ア 健康で自主性に富み、実行力のあ 
  る人 
イ 自由と責任を重んずる人 
ウ 仕事や勉強にうち込む人 
エ 自分や友達を大切にし、よい集団 
  を育てる人 

 

 

  各教科指導の重点  

各教科の目標達成を通して人間として 
の生き方についての自覚を深め、自ら 
課題を発見し解決できる能力を養う。 

 

 

 

 各教科における人権教育の重点 
 
 

 人権教育の目標 
 

国 語 
  文脈・道筋を正確に捉える「読 
 解力」「判断力」を養う。 
  古典や、各国の文学に触れること 
により、人類の築き上げた「文化」、 
「芸術」、「思想」等をより広く深く 
知り、自己の人間性を発展させる。 

社 会 
  個人の尊厳と基本的人権を尊重し、世
界平和の実現と人類の福祉の増大の意
義を認識する態度と能力を育てる。 

数 学 
  問題解決にあたって、見通しをもっ 
て論理的に考察する能力を伸ばす。 

  ねばり強く筋道をたてて物事に取り
組む態度を養う。 

理 科 
  生物分野の単元をとおして集団や生 
命について考えさせる。 

  実験、観察を通して仲間との協力、 
 公共物の大切さ、整理整頓の必要性 
 を理解させる。 
  自然と人類の関係を考えることで、 
自然の力を感じ、大切にする心を育て 
る。 

音 楽 
  一人一人の個性を伸ばし、表現、鑑 
賞の活動を通して音楽に親しむととも
に、互いに協力する態度を育てる。 

美 術 
  造形活動を通じ創造の喜びを味わい、
美術を愛好する心情を育て情操を身に
つけさせる。 

技術・家庭 
  共同作業の中から安全と協力、連帯の
指導を図る。 

保健体育 
  運動の経験を通して互いに相手を尊
重し、公正な態度やマナ－を正しく身に
つけさせるとともに、HIV感染者等に対
する様々な偏見や差別について理解を
深める。 

英 語 
  外国人のものの見方・考え方を知るこ
とにより、幅広いものの見方を養う。 

  
 家庭・地域との連携  

  基礎的・基本的な内容を確実に定着 
させ、一人一人が自らの生き方を考え 
主体的に進路を選択することができる 
よう努める。 
 様々な人権課題についての理解と認 
識を深めさせ、自らの課題として偏見 
や差別、いじめ等の解消に努めること 
のできる能力や態度の育成を図る。 

 

 ●家庭との信頼関係や地域社会・関係 
諸機関との連携を深め、生徒の人権を 
擁護し、いじめなどの偏見や差別を解 
消するための協力体制の確立に努める。 
●家庭のプライバシーに十分配慮する 
とともに、家庭・地域社会における生 
徒の生活の様子について把握し、指導 
に生かす。 

 

 

  学年の人権教育の指導の重点  

 第１学年 
  中学生としての自覚をもたせ、望 
 ましい人間関係を育成し、一人一人 
 が充実した学校生活を送ることがで 
 きるようにする。 
第２学年 
  中堅学年として、自主的にものご 
 とに取り組み、他の人々の個性や立 
 場を尊重して、協力しあって集団生 
 活の向上に努めようとする態度を育 
 てる。 
第３学年 
  最高学年として自らの役割と責任 
 を自覚し、力を合わせて集団生活の 
 向上に努めるとともに、社会の一員 
 として自己の人生を切り開いていく 
 態度を育てる。 

 

  特別活動の指導の重点  

 ●相互の心の交流を深め、集団の中で 
のルールを習得させる。 
●学級活動・学校行事を通して生徒の 
個性を発揮させ、心身の成長を図ると 
ともに、学校生活を楽しみ、進んで参 
加し協力する態度を育てる。 
●違いを個性と認め、一人一人の生命 
や人格を尊重する心・思いやりの心を 
はぐくむ。 
学級活動   男女の協力、進路指導、 

                規則きまりの尊重等 
生徒会活動 服装討議、自治活動、 

       いじめ防止の取組、 
挨拶運動等 

学校行事  校風、伝統の継承等 
 
 

 道徳の時間の指導の重点 

 ◆道徳的価値に基づいた人間の生き方へ

の自覚を深め、道徳的実践力を育成する 

◆よりよい生き方について、生徒が語り合

える温かい人間関係を基盤に置く 
◆生徒の良さや可能性を把握、評価し、人
間的な成長や努力を認める 

  総合的な学習の時間 

 ◆調べ学習を通して、自ら考え、主体的

に取り組み、課題を解決する能力を養

う 

◆職場体験などの体験的な学習を通し

て、勤労の尊さや意義を理解し、職業

や自己の将来に関する学習を行う 

◆自ら課題を求め、探究活動に主体的に

取り組み、自己のよりよい生き方を追

求する態度を養う 
●集団や社会とのかかわりの中での、実
生活にある課題を解決する能力の育成 

 

  環境整備の重点  

 生活指導の重点  ●校内で生徒一人一人が情操を豊かに 
し、健康で安全な学校生活が送れるよ 
う、教育環境の整備に努める。 
●言語を媒介として偏見や差別意識が 
生まれたり、顕在化したりすることが 
あるので、学校生活全体における言語 
環境を整え、望ましい人間関係の基礎 
が培われるように努める。 

 

・学校の集団生活を通して、社会規範を育成す   

 る 

・学校と家庭、地域との連携を図り、生徒の健

全育成に努める 

・環境美化に努める心の育成 

・教育相談機能の充実 

 

 

 
 研 修  

 
 

人権教育プログラムの活用  
   人権教育活動 

 
 

 
 
 


